学習シート「枕草子」②
二年（　　）組（　　　　）番　氏名（　　　　　　　　　　　）

学習のめあて　　◎　古典の時代の作者の感覚に触れ、自分が感じる四季の趣と比べてみよう。
☆本日のテーマ『「枕草子」の内容から、作者「清少納言」の感覚を想像しよう。』
一　「枕草子」を五分間、音読しよう。また、どこまで暗唱できているか確かめよう。
二　「清少納言」が、「春・夏・秋・冬」で話題とした「ことがら」について、現代語であげよう。
	季節
	時間帯
	ことがら

	春
	「あけぼの」
（明け方）
	

	夏
	「夜」
	

	秋
	「夕暮れ」
	

	冬
	「つとめて」
（早朝）
	


三　「二」から四季を見比べ、それぞれの季節の話題について、共通点と季節ごとの特徴をあげよう。
	共通点
	

	季節
	話題の特徴

	春
	

	夏
	

	秋
	

	冬
	


四　ここまでの活動をふまえ、作者「清少納言」は、「よいもの（美しいもの）」に対して、どのような考え方をする人物と言えそうですか。理由も含め、自分なりの意見を書いてみよう。
	


まとめ　　◎　「枕草子」の表現から、「清少納言」の考え方を想像することができましたか？
【発展課題】　余力があったらやってみよう。

☆　国語便覧などを参考に、「枕草子」の、他の話題にどのようなものがあるか調べてみよう。
	


【考え方の例】
二　【春】〇空が明るくなっていく様子。　〇紫がかった雲。　【夏】〇月。　〇闇に蛍の光。　〇闇に雨。　【秋】〇夕日のさした山。　〇烏の飛ぶさま。　〇雁の連なって飛ぶさま。　〇風の音や虫の声。　【冬】〇雪。　〇霜の白さ。　〇寒い時に炭を持って歩く人のさま。　×白く灰がちになった炭。　三【共通点】〇季節ごとに特定の時間帯を一つに絞っている。　〇言葉を省略したりして、短い言葉で表現している。　【春】時間の移り変わっていく風景に注目している。　【夏】光と闇に注目している。　【秋】鳥の動きに注目している。特に連なっているさまや、遠ざかって小さくなっていくさまに注目している。日暮れ後の音にも注目している。　【冬】雪・霜などの冬ならではの風物に注目。人の暮らしぶりに注目している。「わろし」と悪いものがはじめて出てくる。　四　〇シンプルな表現が多いことから、まわりくどい言い方は、美しくないと考えているのではないか。　〇「春」に「桜」などの目立つものより「朝の風景」を選んでいることから、誰でも気づけることより、細やかな観察が必要なことがらに価値があると考えているのではないか。　〇鳥や蛍の数など細かい表現が多いことから、具体的な風景描写を大切にしているのではないか。
学習シート「枕草子」③
二年（　　）組（　　　　）番　氏名（　　　　　　　　　　　）

学習のめあて　　◎　古典の時代の作者の感覚に触れ、自分が感じる四季の趣と比べてみよう。
☆本日のテーマ『我流「枕草子」を書いてみよう。』
一　「枕草子」を五分間、音読しよう。また、どこまで暗唱できているか確かめよう。
二　『我流「枕草子」』（六百字以内）を、段階を追って書き進めよう。
　【基本的な考え方】・・・原作の「枕草子」と同じ構成で書く。
　　　　　→「春は△△（がよい）。□□（上の△△に含まれる具体例）。～以下具体例続く。」
　①　「春・夏・秋・冬」それぞれの季節の「よいところ」「美しいもの」「季節らしい風物」などを、自由にあげてみよう。
	季節
	「よいところ」「美しいもの」「季節らしい風物」

	春
	

	夏
	

	秋
	

	冬
	


　②　「春・夏・秋・冬」に共通するテーマを設定しよう。
原作では「春→あけぼの」「夏→夜」など、「時間帯」をテーマにして「その時間帯に見られる風物」として題材をまとめていました。
ただし、共通テーマの設定は難しいので、無理な人は「自由テーマ」として先に進んでください。

	共通テーマ
	

	共通テーマの具体的内容
	春
	

	
	夏
	

	
	秋
	

	
	冬
	


③　ここまでの内容を生かして『我流「枕草子」』を書こう。題・氏名は不要。六百字以内です。
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※　この作品は、後日提出、または教室での授業時に書いてもらう可能性があります。

まとめ　　◎　「清少納言」の感覚を参考に、自分なりの季節感を深めることができましたか？
【考え方の例】
二①【春】春野菜・桜・入学式・卒業式・ウグイス・ひなまつり・プロスポーツ（野球・サッカー）の開幕・薄着・温かい風　【夏】海・キャンプ・山・スイカ・かき氷・花火・甲子園・水泳・Ｔシャツ・ハーフパンツ・扇風機・エアコン・汗・シーブリーズ・太陽・夕立・台風・緑の木々・セミ・夏休み・盆踊り　【秋】なし・ぶどう・栗・紅葉・コオロギ・赤とんぼ・夕日・文化祭・新人戦　【冬】雪・スキー・冬休み・正月・クリスマス・おもち・てぶくろ・ダウンコート・フリース・ふとん・こたつ・鍋料理・みかん・白い息　　②【共通テーマ】食べ物　【春】野菜　【夏】屋台　【秋】くだもの　【冬】鍋料理　　③（例）春は野菜。タラの芽やふきのとうは新緑が目に鮮やかだ。タケノコや春キャベツもいい。シャキシャキとさわやかな口当たりは、心を軽くさせてゆく。夏は屋台の味。やきそば、たこやき、お好み焼き。強いソースの香りだけで特別な時間を感じさせる。かき氷にかかる色とりどりのシロップ。コーラの泡。夢のようにフワフワした心地になる。……（以下省略）
